











2013年 2月 15日 : 艮陵会館　記念ホール
学際的融合研究に取り組んだ 39 年のあゆみ 
─ 卓越した師との出会い ─




昭和 49年  3月　　東北大学医学部卒業
昭和 53年  3月　　東北大学大学院医学研究科博士課程修了（医学博士）　　
昭和 54年 10月　　東北大学抗酸菌病研究所・助手　
昭和 59年  9月　　仏国フレデリックジョリオ研究所・Visiting fellow
昭和 61年  4月　　東北大学サイクロトロンラジオアイソトープセンター・助手
昭和 62年  4月　　放射線医学総合研究所　臨床研究部第 3研究室・主任研究官
平成 元 年  4月　　放射線医学総合研究所　臨床研究部第 3研究室・室長　
平成  2年 12月　　東北大学抗酸菌病研究所放射線医学研究部門・教授
平成  5年  4月　　東北大学加齢医学研究所機能画像医学研究分野・教授
平成 18年  4月～平成 24年 3月　　東北大学加齢医学研究所長
平成 23年  4月～平成 24年 3月　　東北大学国際高等研究教育機構長（併任）
　　　　　　　　　　　　　　　　 同機構国際融合研究所長（併任）
平成 25年  3月　　東北大学を定年退職
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― 最終講義 ―
学際的融合研究に取り組んだ 39 年のあゆみ 
─ 卓越した師との出会い ─
Thirty-nine Year Research Life Devoting to Interdisciplinary Researches : 



































































34 福田 ─ 学際的融合研究に取り組んだ 39年のあゆみ
さらに平成 14年には東北大学病院の PET施設を立ち
上げ，高度医療と病院経営に貢献しています．現在で
は，PET施設は全国に約 300カ所あり，がん診療に
不可欠な検査法となっています．
放射線医学総合研究所室長を経て，平成 2年 12月
に教授として出身医局に赴任しました．先に述べたが
ん研究を継続しつつ脳研究を重点とする方針を打ち出
し，川島隆太をリーダーとする研究体制を構築しまし
た．ヒト脳高次機能マッピングの研究で，川島は，国
内はもとより世界をリードする業績を積み上げてこの
分野の第一人者となり，後に教授として独立しました．
平成 8年度から始まった通信放送機構「青葉脳画像
リサーチセンター」のプロジェクトリーダをつとめま
した．この研究では複数の脳研究機関を光ファイバー
高速情報通信網で接続し，ネットワーク上の仮想大脳
研究空間を構築するもので，5年間で 8億円が投じら
れました．このプロジェクトをお膳立てして下さった
のは故石田名香雄元総長です．先生と幾度となくお会
いしましたが，スケールの大きさに圧倒されました．
本研究は，当時まだ未整備であった光通信網の普及に
貢献するとともに，この高速ネットワークを利用して
20歳代から 70歳代までの健常な日本人 1,600名の脳
MRI画像を集積し，これを被験者の背景データとと
もにデータベース化しました．その後もデータ数の増
加が図られ，6歳から 18歳までの子供データなどが
追加され，現在では約 2,800例以上となっており，国
内では唯一，世界でも有数のデータベースとなってい
ます．このデータベースを対象として脳の加齢現象の
画像解析を行い，脳灰白質容積が加齢とともにほぼ直
線的に減少すること，白質容積は 50歳代まで緩やか
に増加してその後減少することを明らかにしました．
また，縦断研究により，脳灰白質容積の減少は女性の
方が緩やかで性差があることを示しました．灰白質減
少を修飾する因子として，高血圧，肥満，アルコール
摂取およびうつ状態などがあることを明らかにしまし
た．これらの，成果を英文一流誌に次々と公表しまし
た．さらに瀧らは子供の脳容積および脳血流の加齢変
化の解析を行い，子供の脳発達は脳部位によって時間
的にも空間的にも異なることを明らかにしました．現
在はヒト脳の発達と加齢の画像解析が教室の主要な研
究テーマとなっています．瀧靖之は自らの多くの業績
を引き下げて，平成 24年 8月，東北大学東北メデイ
カルメガバンク機構の教授となりました．
以上述べたとおり，これまでがんの熱中性子捕捉治
療（研究用原子炉の医学利用），PETがん診断法の開
発とその臨床応用（加速器の医学利用），脳の発達と
加齢に関する画像医学的研究（画像医学と数理学・情
報科学の融合）などの学際的融合研究に一貫して取り
組んできました．
